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論 文 内 容 の 要 旨 

 

目的： 地域高齢者における糖尿病と脳萎縮、海馬萎縮の関連を検討する。 

研究デザインと方法： 2012 年に 65 歳以上の日本人地域一般住民 1238 人に頭部 MRI 検査と包括的

な健診を実施した。この MRI 画像を用いて対象者の全脳容積（TBV）、頭蓋内容積（ICV）、海馬容

積（HV）を測定した。糖尿病に関連する様々な因子と TBV/ICV 比（全脳萎縮の指標）、HV/ICV 比（海

馬萎縮の指標）、HV/TBV 比（海馬特異的な萎縮の指標）との関連を、他の交絡因子の影響を調整し

ながら検討した。 

結果：糖尿病者では非糖尿病者と比べて、TBV/ICV 比、HV/ICV 比、HV/TBV 比の多変量調整後の平均

値が有意に小さかった（TBV/ICV 比：糖尿病群 77.6%、非糖尿病群 78.2%、HV/ICV 比：糖尿病群 0.513%、

非糖尿病群 0.529%、HV/TBV 比：糖尿病群 0.660%、非糖尿病群 0.676%、いずれも P＜0.01）。糖負

荷後 2 時間血糖レベルの上昇とともにこれら 3 つの指標はいずれも糖負荷後 2 時間血糖レベルの上

昇とともに有意に低下したが（いずれも傾向性 P＜0.05）、空腹時血糖レベルとこれらの指標の間

には明らかな関連はなかった。また、糖尿病の罹病期間が長くなるとともに TBV/ICV 比、HV/ICV 比、

HV/TBV 比は有意に低下した。さらに中年期に糖尿病と診断された群では、非糖尿病群および老年期

に糖尿病と診断された群と比べて HV/ICV 比、HV/TBV 比が有意に小さかった。 

結論： 糖尿病の罹病期間が長いこと、また糖負荷後 2 時間血糖レベルが高値であること（食後高血

糖を反映）は、それぞれ脳萎縮とくに海馬萎縮の危険因子と考えられた。




